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14. ツノロウムシ血冬成虫にたいする幼若ホルモン様活性物H methopre:teの生理活性

m非正治.城野日司 (大塚製薬株式会社班F:l=切耶2研究所) 50.ll.8交Fll

幼若ホルモン様活性を有する methopreneを,碓主枇物から耶t.'1=ツノロウムシ越冬成山に.個

体あたり0.008FLg処理すると産卵が早まった. 座下抱卵数 にはほとんど坪菅野がないが.0.01ILg

以上の処理では,卵のふ化が苦しく抑制きれた. エアゾールにした methoprencを持主についてい

る越冬成虫に噴霧しても同様な活性が認められ1=.

幼才7ホルモン (JH)は,脱皮 ホルモン (MH)と

共に/昆虫の変頂に関与するが.JHのIlt軌での作用

も種々報告されている.その巾で,JHおj:ぴJH様

活性物質を昆虫の卵に処可すると,正'Il'fな広子発育が

附苔されることが.ホシカメムシの 1柾Pyryhocoris

aJ･terlLSで Slama& Williams書)が, セクロピア盃

IlyatoPhotacecropfaと作詞 AnthcracaLIermyl'で

Riddirord& Williams7) が,およびタバコシバンム

シ Lasiodeymaserifcorneとテン トウムシの 1和

EL)J'LachnazJLm'vestisでWalker&BowersIO)が招告

している.また.成虫に処理しても産下された卵がふ

化しないことは,P.a♪ECyusで Masneretat.a)によ

って認められている.一方,JH械活性物田が,昆虫

の休眠を覚せいする作用のあることが.クコゾウムシ

の1和Hy♪eraI)osLicaで Bowers&Blickenstaffl)

が, クビポソハムシの 1和 OtLLemameLano♪usで

ConninetaZ.2)によって示された.Kamm& SwerL･

son3)は オオヨコバイの 1柾 DraecutacebhataEras,

sl'corm'Sの夏眠中の雌成虫に処理すると産卵が刺激き

れ,しかもそれらの産下した卵がふ化しないことを認

めた.郡者らもミカンヒメコナカイガラムシ Pseudo･

coccuscfErl'culusl)および クワコナカイガラムシ

P.ComstockE(沃野ら未発表)で同様な現象をみた.

今回.ツノロウムシの越冬成虫について.JH様活

性を1すする methopreneの娃卵 におよはす作m,特

に,産卵刺激およびふ化PlけfCこついてL.Wペ,113山防除

への利用について検討した.その純米をここに托IBす

る.

本文に先立ち,本式験を進めるにあたり,和々の助

言をうけた.大塚製非抹式会社姐エム工場郡2研究所の

f五mヲ岩弥,税搾乳 笠田EJ7および石班武敏の各位,供

拭山の採矧 こ協力を長弱った同研究所の郡隆雄氏,波び

に本桐をまとめるにあたり,珍聞を賜った,島根大学

£空学部環境保全学杓良沢純夫怖士に厚く感謝の志を表

する.

材料および方法

供試したツノロウムシCcroJIlastesbseudocm'ferus

Greenは,･野外のユキヤナギあるいはカキに符生して

いる雌成iliを.1974咋2J]から4月の1即耶こ脚 寺托班

したもの七ある. tJt拭JH相打汁l:.物n methoprene

(ALTOSTDlで,zRl515,Tsopropylll-methoxyl3,7,

ll-trimCthy1-2,4-dodecadicno.lte)は ア メ ･)カの

Zoecon杜で介成 ･開発されたもので. 純度92.8/%'の

試料を用いた. アセトンでJrgf疋mf兜に煎即し, その

1/LLをマイクロピペットを用いて,招こじより耶した成

虫の脱矧 こ処即した.対附にはアセトンを同相に処可

した.各区30-40mtt:を10mL容_Rのガラスぴんに 1

胴体ずつ入れ,ゴム椎で怖く閉じて.28oC,70%R.H.

の条件下におき,産卵口召始後,産卵赦およびふ化数を

毎日調べた.個体の大きさと践卵数の関係をみるため,

任意に30個体を選び.そのLl径をノギスでbtEj定した.

また,methopreneのエアゾールを用いた試験では.

1月に採弟した,ユキヤナギの小技に寄生している成

虫に5秒間噴射し.そのままの状態で,水を入れた牛

乳ぴんに押し,r.1gじ仰氾魚作下に田いた.処理後24日

口にEJl休を掘ヨ三机物から郎し,産卵の状況を調べ,再

び..10mJのガラスぴんに個体別に入れ,同じ条件下

で58口目に産卵数とふ化数を調査した.いづれの試験

も日田条件は16L:8Dに設定した.

結 果

野外から3月に採袋したツノロウムシの越冬成虫に,

methopreneの所定茶冠を施用した時の,産卵開始日.

産卵期問,産卵数およびふ化率を調べた結果を節 1話…

に示した.アセトン処理対田区は,処理してから産卵
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Table1. EEEectsormethopreneonthedepositionofeggsandtheirhatchabil王ty

intheoverwinteringadultsoftheorientalhornedwaxscale,CeroJ)tLZSIcs
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を開始するまでに,平均 13.5口を要するのに比べ,

methopreneを投与した区は,いづれも口数が矩縮さ

れ,10FLgの高薬丑では,対P.(t区のそれJ:り515日早く

産卵が開始された.各区における経口的産卵数を示し

たのが節1図である.アセトン対只.(!区では,処FJl後17
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Fig.I. Dailydepositionofeggsbytheoverwin･
tcrmgadultsoftheorientalhornedwax

scale,CeropLastesLIseudoceriferus,applied
methoprenejnacetone.

口矧こ産卵の放姐糊がみられる.これに比べ,metho-

preneの 1および5I噌 処FJ!では, その最盛期は10口

目あたりで,約1ibglL"J雄卵が申められることがわかっ

た.Methopreneの処pl塊Ttとbi低くなろに従って.山

の形はゆるやかになり.産卵の放焔胤 ま次節に遡れ,

対ET.技区の時期に近 くなる.各試験区の可/･均産卵Jg]llNは

節1誠の郡3欄に示すように,methopreneの0.008/Jg

区を除いていづれ も19口前後で,対旧区と大差がみら

れない. また.邦5欄に示した平 均産 卵数では,

methoprcneの処Fl!娘EiJI.Bの変動が大きく,薬壷と一

正の鵬係がみとめられない.これは節 2欄に示すよう

に.Vt試した個体の大きさが均-でないことによると

P,'えられる.胴体の大きさ (長径)と産卵数の関係に
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Fig.2. Relationbetweenthebodysizeandthe

numberofeggsdepositedhtheover･
winteringadultsoftheorientalhorned

waxscale,CeroJ,tastesJ)seudocen'ferus.

ついて調べたgil2図の結果から,両省のfllJには紬 ､相

関 (r=0.9141)があることがわかった. この船架を

もとに節11&節5欄に示した産卵数を個体の大きさで

祁正して比較すると,methopreneのいづれの兆_Fl王区

ち,対旧区との問に有志な差はなくなり,methoprene

は産下総卵数にはほとんど彫班しないと言える.産衣下

卵のふ化率は第6欄に示すJ:うに,対肘区の93.8,%に

比べ.methopreneの 0.2/Lg以上の処刑では0,%で

あった.0.04および0.008岬 では. それぞれ25.0お

A:び79.4,%で対JT.(t区のそれより低 く,これらのLlt兆htと

でも,methoprencはふ化に彫切することがわかった.

ツノロウムシは,成山懐で冬を越すが.それが先象

条件に由来する凱L:か,あるいは休眠による越冬かは

まだ明らかにされていない.いづれにしても,採脚S

糊によって生班的な条件は只なり,methopreneにた

いする反応も災なると考えられる. 2月から4月にか

けて,時期 を只 にして採災した成虫にたいする,
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Fjg･3･ Durationbetweenthetreatmentof5FLg

ofmethopreヮeperadult(●)orof
acetone (○)̀ and thelirstdayof
ovlpOSitionintheorientaHlOrnedwax

sclae,Cerobtastcs♪seudoceriferus,
collectedI'ndifferentseasons.

metl10preneの産卵刺激作用について調べた.その結

果をアセトン処理区と対比して示したのが節3図であ

る. 白丸で示したアセトン処理個体の,28oCに移

してから産卵を開始するまでの日数は,処理時期の

遅い個体ほど短縮した.これに比べ熟丸で示した.

methopreneの5FLgを処理した個休は, いづれも5

-8日で産卵が開始された.即ち,methopreneを投

与して28oCに移すと.一定日数後に早く産卵が開始

されることが伺えろ.

以上の郡天にもとづいて.methopreneのツノロウ

ムシの越冬成虫にたいすろ産卵刺激およびふ化抑制の

作用を利用して,実際に これを駆除できるか否かを

壷内試験の規模で検討した.即ち, ツノロウムシの

成虫の布生したユキヤナギの小枝 に.所定の茶毘の

methopreneを含むェアゾールを噴霧処理した.その

結果を邦2表に示した.処理後 28oCに移して24日目

に調べた結果.処理個休の80%以上がいづれの薬fa区

でも産卵を始めていた.有効成分を含まないエアゾー

ルの対肘区では.いづれの個体も全 く産卵がみられな

かった.布3_刷物から離しT=個体を, 引き続き28oC
にfJVh､て34Ejnに'.V.Wル た結果では,二対照区では,紘

とんどの成虫からふ化した幼虫が観群された.一万,

methoprcncの0.02,%以上の汎庇を処理した区は,個

体あたり2.000-5.000の超卵がみられたが.いづれも

ふ化しなかった.0.004,%の処印では.若干のふ化幼

山が拙宅(された. この結果から methopreneの0.02

,%以上の机FRを処珊することにより.ツノロウムシの

次牡代糊凧が抑制されることになり.宍Ff]的な防除の

可能性があると思われた.

考 察

昆虫の成虫休眠は,アラタ体の不活性化によること

が,コロラドハムシLebtl'notaYSadecemblneataにお

いてdeWildell)が,ホシカメムシの1種 P.aPterus

で Slama& Williams8)が,お よびバッタの 1種

NomadecrisseJ)ten/ascfataで PenerC)が推察した.

一万,JH様活性物TIを休眠成虫に授与することによ

ら.休眠が究せいされ 蕗卵が開始されることを.

MasnercLot.0)はホシカメムシの 1和 P.G♪terusで.

Kamm&Swenson3)はオオヨコバイの 1和D.crassL'-

conisで親祭している.仙非ら1)は穀内で飼育したミ

カンヒメコナカイガラムシに.JH様活性物TIを投与

すると同様に産卵が刺放されることをみている.ツノ

ロウムシは成山僧で越冬すろが.休眠しているかどう

かについてはまだ明らかでない.耶 1図に示したよう

に,アセトンだけを処即した成山も加配によって産卵

が開始されろこと.また.耶3図に示したように,2

月から4月の期間に托災した個体では.その時期の遅

いものはど加温してから超卵m始までの日数が短かく

なることから,温度条作も証卵に大きく関与するもの

と推nTJされる.一万.methopreneを投与すると,揺

焦時期にはほとんど関係がなく,投与後一定口数を経

Table2. Effectsofaerosolmethopreneonthereproductionoltheoverwinteringadults

oftheorientalhornedwadscale,CeroL･tastcs♪sc〝doceriferusGreen

Observationonthe24thdayaftertreatment
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て産卵がみられるので,ツノロウムシの越冬成虫の産

卵には,JH活性が必要であると推察される.それゆ

え,採集時期の遅い個体はど加温によって超卵が早ま

る現象は.時期の遅いほど加温によって体内の JH活

性化が容易になるものと考えられる.しかし,節 2表

に示した,植物に寄生している状態で加温した場合は,

第 1表に示した.植物から離して加温する場合に比べ,

産卵の開始が非7割こ遅れている.このことは,温度条

件の他に.寄主植物と関連した別の要因の存在を示唆

している.

Kamm&Swenson3)は,JH 様活性物質を処理し

た.D.crassicornisの成虫で,投与薬量が増大する

と産卵数が多くなることを観察しているが.ツノロウ

ムシでの本試験の範囲では,とくに産卵数にたいする

彫響はみとめられなかった.

JH様活性物質を雌成虫に処理すると,鐙下された

卵のふ化が抑制されることは,Slama&Williams8)

が P.aJ)teyusでみている. 撃者らもミカンヒメコナ

カイガラムシおよびクワコナカイガラムシで同様の事

実を認めた.ツノロウムシ越冬成虫においても,第 1

表に示したように,methopreneの 0.02/Jg以上を処

理した個体で,座下卵のふ化が抑制されることをみた.

ふ化しない卵も,座下直後は,無処理のものと外観的

には何んら変わりがないが,発育が進むにつれ 全体

に脱水されたように収縮した状態になる.このことは

卵の発IfI'の過程で何らかの代謝的阻害が起きていると

抑auされる.

JH附 古牲物只を用いて昆虫の休眠を光せいするこ

とができれば.生存に不適当な時期に害虫の産卵およ

びふ化を地制することによって,これを防除に利用す

ることができよう.また.座下卵の発育が阻qF.{されれ

ば,次世代の増畑を抑制することも可能で.新しい害

虫防除の手段にもなろう.

摘 要

幼若ホルモン (JH)様活性 を有する合成化合物

methoprene (ALTOStD@,ZR-515,Isopropy1ll-

methoxy-3,7,ll-trimethyldodeca-2,4-dienoate)

のツノロウムシ越冬成虫にたいする作用性を調べた.

2月から4月にかけて野外で採災した成虫を寄主拾

物から離し,28oCに加温すると産卵が開始される.

産卵開始までの口数は6-12口で.採災時期の適いほ

ど短かい.Mcthopreneの一定薬包を成虫の脱却に舶

用すると,いづれも対刑区より産卵が申められる.荏

卵開始までの口数は,採災時JWとは関係がなく,はば

一定の職田内にあった.産卵期間および産卵数にはほ

とんどαJ'igがみられない.このことより,ツノロウム

シの越冬成虫の産卵には,JH活性が必要であり,加

74

氾はその活 性 化 に必'fTlな条件であると考えられる.

Methopreneの個休あたり0.02/Jg以上の処理では,

産下された卵が全くふ化しなかった.植物に寄生した

状闇のツノロウムシの成虫に,methopreneのエアゾ

ールを噴射したあと加温しても同様な産卵促進作用が

みとめられ,これを防除の面に利用することの可能性

が伺えた.
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Summary

A high JH active compound, methoprene

(ALTOSID@,ZR1515,Isopropyllllmethoxyl3,7,

ll-trimethyldodeca-2,4-dienoate)wastopically

appliedtotheoverwinteringadultsoftheoriental

horned wax scale,CeroPLastes♪scudocm'/erus

Greenandtheeffectsonthereproductionwere

evaluated.Theoverwinteringadultswhichwere

collectedduringFeburary･Aprilstartedtheirovi･

positionin6-12daysa一terincubationatatem･

peratureof28oC.Thedurationfromincubationto

ovlpOSitionintheindividualscollectedinthelater

seasonwasshorter.TheovlpOStionwassimilary

acceleratedbythetopicalapplicatiorlwithseveral

dosesofmethopreneand itwasmuch faster

tllantt一atbythetemperatureincubation.But
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thedurationsbetween the applicationoEme･

thopreneand thestarting ofovlpOSitionwere

almost the same in individuals collected ill

differentseasons.Thcscresultssuggestthatthe

JH activity isneeded torovipositionandthe

temperatureisnecessaryforthesecretionofJH

intheorientalhornedwaxscale.

Femalcadultswcrcalsoinhibited theiregg

developmentbytheapplicationofmethoprene.

Nohatchedeggswasobservedbytheapplication

ofover 0.2FLg/(emate. SimHar results was

obtainedwhentheEemalcadultsonthesplraea

branchesweresprayed byaerosolmethoprene

and placed underaconditionof28oC.These

resultssuggestapossibleutilizationofmetho-

prenewith JH activityforthecontrololthe

orientalhornedwaxscale.

StudiesontheFoodⅡabitsofRatsIII.Feeding PreferencesofWild Norway Ratsin

VariousEat〉itats. YasunosukeIKEDA書,YuichiroTABARU桝,YohsukeYUyAMA**,andKiyohisa

NAGANUMA***(SankyoCo.,Ltd.,Tokyo*DepartmentofMedicalZoology,FacultyofMedicine,

KagoshimaUniversity*+DepartmentofMedicalZoology,OsakaCity University,Medical

School+++)ReceivedDecember15,1975.Boiyu･Kagaku,41,75,1976.

15. ネズミの食性に関する研究 ⅠⅠⅠ.生息場所を異にした ドプネズミの食物噂好性 池田

安之助*,田広く雄一郎++.扮山洋介紬,永沼171久榊*(三共株式会祉書,此児EL大学院学部Eg動物学教室**,

大厭市立大学医学部医動物学教室…+) 50.12.15受理

食物の豊田な切ITrに生息するドプネズミの食物曙好性を知,-'ために. Lf-･介,花m切おJ:ぴごみ捨

場にわける野外試験を寒冷朋におこなっT=.

本試験では,他に多 くの食物がある場所にもかかわらず, すべてのネズミは食パン. とりわけ生

甘蒲,'e放 く好んだ.生甘語と食パンは実用的誘附として経穴できろ.

また本実験で試みたネズミ生息数の間易測定法は完全なものではTJいが.火mには十分と考えら

れる.

Athoroughknowledgeofthefoodhabitsor

wildratsisveryImportantforthesuccessfulrat

control,sinceratsindifferenthabitatsmayshow

differencesintheirfoodpreferences.Accordingly,

theacceptabilityofthebaitdrawnfromacertain

habitatmay notbeapplied to theotherrat

populations.Alsothevariabilityofresponsein

ratpopulationismorerevealedinsomeplaces

wllerelood isreadilyavailabletoratsallthe

time.

Inthepresentpaper,theauthorsreportthe

foodpreferencesofwjtdNorwayratsinvarious

habitatswherefoodisreadilyavailable,suchas

acattleshed,poultryfarmanddumplnggrounds

inthecoldseason.

Theresultsshow thatrresllSWeetpotatoes

andbreadarehighlypreferredbyallrats,even

though ratshave learnttheirparticularlood

preferences.

Theauthorswithtoexpresstheirappreciation

toProf.A.Sato,Dept.ofMed.Zool.,Kagoshima

University,and Prof.S.Takada,Dent.orMed.

Zoo1.,0saka city University for their kind

guidanceduringthepresentwork.

MAterlal8AndAIett10d

The testswere Carried outinsome places

wherefood isreadily available,viz.,acattle

shed(neartheFukuokaAirport,FukuolくaCity),

a poultry farm (nearthe lood orMt.Fuji,

GotenbaCity)anddumping grounds(Yatsuka･

cho,ShimanePref.,commonlycalledDaikon･jima

Island),duringthemiddletendaysofNovember

andDecemberin1972.

Thebaitsusedwere commerciallyavailable

sweetpotatoes (120caloriesperlOOg),bread

(270cal.),friedbeancurd(346cat.),peanuts(533

cat.),driedsmallsardines(322cat.)andfish･meat

sausage(144Gal.).Thebaitswereofferedjnthe

rorm orsmaHpleCeSexceptpeanutsWhichused

aswholelegume.

Acontainerforthetestbaitswasmadeof

thincarton.18cmx12cm,and2cm inheight.
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